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日本とフィリピン両政府は８日、日本

の自衛隊とフィリピン軍の協力のため

の「日比円滑化協定」に署名した。フィ

リピンを訪問した上川陽子外相とテオ

ドロ国防相が署名し、フィリピンのマル

コス大統領やマナロ外相、木原稔防

衛相も同席した。 

円滑化協定はオーストラリア、イギリ

スに続き３カ国目で事実上の「準同盟

国」への関係格上げとみられている。

今回の協定により、合同軍事演習や、 

 

 

災害派遣での相手国訪問や装備の持

ち込みなどの手続きが簡素化される。 

今回の協定で最たる目的は、やはり

中国に対する連携強化が挙げられる。

現在、中国は東シナ海や南シナ海で

の海洋進出を活発化させており、安全

保障面での連携強化を図るねらいが

ある。 

日本の軍事的プレゼンスは、南シナ

海で威圧的な行動を繰り返す中国に

フィリピンが対抗するのに役立つ。フィ

リピンのほか、ベトナム、インドネシア、

マレーシアも重点国として位置づけて

おり、１０年程度の長期計画を立てた

上で支援を行う予定だ。各国の海上

保安当局などとの協議を行い、無人

機やレーダーの整備、巡視船の供与、

人材育成など具体的な協力計画を来

年３月までに策定する方針だ。 

南シナ海をめぐっては、中国がほぼ

全域の管轄権を主張している。海上

警備にあたる海警局に武器の使用を

認める「海警法」を施行して今年２月

で３年となり、中国の行動に周辺国が

中国の南シナ海進出巡り連携強化 
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